
未然防止と安全設計の実務知識習得のための

電気・電子部品の故障・事故の対策技術と
未然防止のテクニック

LIVE配信
アーカイブ配信

7日間視聴可能

発火・発煙事故を未然に防ぐ実務知識を徹底解説！
電気・電子部品の構造や使用環境に潜むリスクを洗い出し、事故事例から学ぶ設計・評
価・対策技術を体系的に習得できます。EVや充電設備にも応用可能な安全・信頼性設計の
最前線を現場視点で解説する特別セミナー！！

★日時：2025年10月17日（金）10:00～16:00
★会場：WEB受講のみ (Zoomシステム)
※LIVE配信／アーカイブ配信（7日間視聴可能）

★受講料：1名 49,500円（消費税込）
同一セミナー同一企業同時複数人数申込みの場合 1名44,000円

★受講資料：製本テキスト（受講料に含む）
※別途テキストの送付先1件につき、配送料1,210円（内税）

【講師の言葉】
製品評価技術基盤機構の報告によると家庭用電気製品は全リコール件数の約40％。最近は、リチウム電池の不具合で発火事故が絶

えなく、電気製品の発火・発煙のリスクが増加しています。発火・発煙を含む安全性と信頼性問題発生の要因の多くは、電気・電子
部品の構造、材料の内的起因しています。
本セミナーで紹介する解決事例を通して、電気・電子部品の発火、発煙の原理・原則と対策技術を理解し、発火・発煙事故の未然

防止に活かすことを願います。電気製品が壊れる外的要因としてコンセントに侵入する電源品質（過電圧、サージ電圧、高周波電圧
等）が上げられます。世界18カ国40都市70カ所の電源品質の測定方法と結果をお伝えし、バリスタ、アルミ電解コンデンサ等の発火
を解決した複合機の事例を紹介します。電気自動車（EV）、プラグインハイブリット車（PHV）はAC充電する時は電気製品であり電
源品質の課題では複合機と同じです。

【受講形式】WEB受講のみ ※本セミナーは、Zoomシステムを利用したオンライン配信となります。
【予備知識】特に必要ありません。
【受講対象】・電気製品、電子機器の開発、設計者

・電気・電子部品の発火・発煙の対策の根本的な解決を目指している技術者
・品質部門に所属し電子機器等の事業部への安全対策を指導している技術者

【習得知識】１）電気製品の発火・発煙対策の設計思想を習得出来る
２）電気・電子部品の発火対策の設計手法を実務で生かせる
３）あらゆる電気製品の電源品質障害の解決方法を理解出来る

◆セミナーお申込要領
・弊社ホームページの申込欄又は、E-mailかFAXにてお申し込みください。
・受付後、受講票・請求書等をメールで送信します。
・開催日の8日前以内のキャンセルの場合、受講料の全額を申し受けます。

◆申込先

株式会社TH企画
〒108-0014 東京都港区芝４丁目5-11 芝プラザビル５F
TEL: 03-6435-1138 FAX：03-6435-3685
Email：th@thplan.com
URL: https://www.thplan.com/
詳細、その他のセミナーは、ホームページをご覧ください。
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◆申込書：2025年10月17日：セミナー
会社名： 部署名：
住所：
TEL： FAX：
氏名：
Email：

１．製品評価技術基盤機構による事故事例の報告
家庭用電気製品は全リコール件数の約40％
リチウム電池の不具合は非純正品が多い

２．電気部品と電子部品の故障・事故（発火・発煙）と対策技術
2.1電源コード
使い方と構造のウイークポイント
コンセントのトラッキング現象

2.2 接続部（はんだ付け、ファストン端子、ねじ）
接続部の緩みで発熱
基板とコネクタ材料の熱膨⾧の差ではんだクラック
ネジ締結部（ビットインサート、バーリング）

2.3 電源スイッチ
接点材料の腐食

2.4 フィルムコンデンサ
絶縁フィルムとマージンに注目
フィルムコンデンサの故障要因
メタリコン接続部の確実性も重要

2.5 アルミ電解コンデンサ
材料と構造の弱
巻芯部のショート対策

【講師】 株式会社テクノクオリティー 技術顧問 渡部利範先生
博士（工学）、技術士（電気・電子）、元キヤノン（株）

2.6 積層セラミックコンデンサ
割れるのが弱点、発火メカニズム

2.7 トランス、SSR、フォトカプラ
3つの部品の一次側と二次側の絶縁性能
ソリッドステート・リレ（ＳＳＲ）の機能・構造

2.8 バリスタ
バリスタの発火原因とサージの種類
バリスタの選定

３．故障・事故の未然防止のテクニック
3.1 電気部品、電子部品の定格の意味を理解する
3.2 ディレーティング(derating)を遵守する
3.3 電気設計者と機械設計者の境界領域を見極める

４．電気製品・電子機器への対策
4.1 世界18カ国40都市の電源品質測定結果

電源品質の特徴、 異常電圧環境下のおける製品への対策
4.2 電源品質問題に対するEV（電気自動車）、

PHV（プラグインハイブリッド）のAC充電設備の信頼性設計
EV、PHVをAC電源に接続して充電する時、電気製品と同じ扱い
充電できない事例、予想される電源品質障害

質疑・応答


